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新
会
社
法
や
日
本
版
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
に
よ
る
内
部
統
制
強
化
に
伴
っ
て
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
企
業
の
重
要
課
題
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、法
令
に
対
応
し
て
、リ
ス
ク
を
洗
い
出
し
、

管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
さ
え
す
れ
ば
、リ
ス
ク
は
回
避
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

答
え
は「
Ｎｏ
」だ
。

シ
ス
テ
ム
は
、一つ
の
ミ
ッション
の
下
に
集
ま
っ
た
個
別
要
素
が

複
雑
に
絡
み
合
う〝
森
〞に
例
え
ら
れ
る
。

「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」は
論
外
。「
木
を
見
て
森
も
見
る
」、「
森
を
見
て
木
も
見
る
」。

シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
見
抜
く
力
を
持
っ
た
人
材
が

デ
ザ
イ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
こ
そ
、シ
ス
テ
ム
は
力
を
発
揮
す
る
の
だ
。

リ
ス
ク
管
理
シ
ス
テ
ム
が
全
体
と
し
て〝
森
〞の
生
態
系
の
よ
う
に
、う
ま
く
機
能
し
て
い
る
か
。

企
業
組
織
と
い
う〝
森
〞の
中
で
、現
場
に
立
つ一
人
ひ
と
り
の
従
業
員
と
い
う〝 

木 

〞が

や
り
が
い
を
持
っ
て
健
全
に
働
け
る
環
境
に
な
っ
て
い
る
か
。

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、森
の
よ
う
に
、

シ
ス
テ
ム
全
体
を
バラ
ン
ス
よ
く
機
能
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
視
点
を
提
供
す
る
。

制
作
・
東
洋
経
済
広
告
企
画
制
作
部

システ
ムを

 
考
え
る

木
を
見
て
森
も
見
る
、
と
い
う
視
点
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巨
大
な リ
ス
ク
を
徹
底
し
た 

事
故
防
止
策
で
抑
え

る
こ
と
で
安
全
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
原
子
力

発
電
所
。そ
の
安
全
神
話
が
崩
れ
た
の
が
、

１
９
８
６
年
４
月
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
だ
っ
た
。国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
）
は
直
後
の
事
故
後
評
価
会
議
で
「
運
転

員
に
よ
る
六
つ
の
規
則
違
反
」
を
原
因
に
あ

げ
た
。そ
の
後
、旧
ソ
連
の
事
故
調
査
委
員
会

の
主
席
調
査
官
だ
っ
た
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
レ
ガ
ソ

フ
は
、
事
故
は
単
純
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
や

規
則
違
反
で
起
き
た
の
で
は
な
く
、
当
時
の

ソ
ビ
エ
ト
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
や
社
会

的
困
窮
、
官
僚
主
義
な
ど
が
背
景
と
な
っ
た

も
の
だ
と
訴
え
る
。し
か
し
、92
年
に
改
訂
さ

れ
た
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
報
告
書
は
、
旧
ソ
連
の
〝
安

全
文
化
〞の
欠
如
が
根
本
に
あ
っ
た
と
、事
故

原
因
を
変
更
し
た
。安
全
文
化
は
、
安
全
が

優
先
さ
れ
、
安
全
問
題
に
注
意
が
払
わ
れ
、

そ
れ
を
保
証
す
る
組
織
お
よ
び
個
人
の
特

性
と
態
度
の
集
合
体
、と
定
義
さ
れ
る
。

そ
の
７
年
後
の
99
年
、
日
本
で
は
起
こ
り

え
な
い
と
さ
れ
て
き
た
臨
界
事
故
が
、茨
城
・

東
海
村
で
発
生
す
る
。そ
こ
に
は
、
手
間
の
か

か
る
正
規
の
作
業
手
順
を
軽
視
し
、裏
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
通
用
さ
せ
る
な
ど
、組
織
的
な「
安
全

管
理
体
制
の
ず
さ
ん
さ
」
と
い
う
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
と
の
共
通
点
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

こ
の
二
つ
の
事
故
に
つ
い
て
、
慶
應
義
塾

大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト（
Ｓ
Ｄ
Ｍ
）研
究
科
の
高
野
研
一
教
授
は

「
東
海
村
の
臨
界
事
故
を
き
っ
か
け
に
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
な
い
と
い
う

姿
勢
だ
っ
た
日
本
で
も
安
全
文
化
が
問
わ
れ

始
め
た
」と
語
る
。高
野
教
授
は
、
電
力
業
界

の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
電
力
中
央
研
究
所
上
席

研
究
員
な
ど
を
歴
任
し
、
電
力
の
現
場
で
プ

ラ
ン
ト
の
リ
ス
ク
管
理
や
事
故
防
止
、
中
で

も
管
理
シ
ス
テ
ム
上
の
大
き
な
不
確
定
要

素
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
の
課
題
解
明
に

実
践
的
に
関
わ
っ
て
き
た
。そ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
が
注
目
す
る
の
が
、安
全
文
化
だ
。

20
世
紀
末
の
99
〜
２
０
０
０

年
に
か
け
て
、
信
奉

さ
れ
て
き
た
安
全
神
話
、
一
流
ブ
ラ
ン
ド
が

失
墜
す
る
事
件
が
相
次
い
だ
。大
学
病
院
で

起
き
た
手
術
時
の
患
者
取
り
違
え
ミ
ス
、
食

品
会
社
の
集
団
食
中
毒
事
件
、自
動
車
会
社

の
リ
コ
ー
ル
隠
し
…
…
。こ
れ
ら
の
事
件
に
つ

い
て
、
高
野
教
授
は
安
全
文
化
の
後
退
と
い

う
「
共
通
要
因
」
を
見
い
だ
し
て
い
る
。バ
ブ

ル
崩
壊
後
、経
営
陣
は
効
率
化
を
至
上
命
題

に
掲
げ
た
。一
方
で
、
リ
ス
ト
ラ
、
年
功
序
列

の
否
定
に
よ
っ
て
、
安
定
を
も
た
ら
し
て
い

た
企
業
文
化
が
崩
壊
し
た
。現
場
で
は
、
安

全
よ
り
も
、経
営
陣
の
意
向
に
沿
っ
て
、工
程

の
効
率
化
や
経
費
削
減
を
達
成
し
よ
う
と

い
う
雰
囲
気
が
強
ま
る
。そ
し
て
、
会
社
経

営
そ
の
も
の
を
揺
る
が
す
よ
う
な
大
き
な
事

件
は
連
鎖
的
に
起
き
た
。

「
問
題
は
、
技
術
的
な
こ
と
で
は
な
い
。個

人
の
意
識
・
行
動
と
、
そ
れ
を
管
理
す
る
会

社
の
風
土
・
文
化
が
傷
ん
で
、管
理
の
実
効
性

が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
だ
」と

高
野
教
授
は
言
う
。そ
こ
で
、高
野
教
授
率
い

る
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
室
で
は
、
従
業

員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
現
場
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
を
通
じ
て
、
企
業
の
安
全
診
断
を
行
っ

て
い
る
。ガ
バ
ナ
ン
ス
（
組
織
統
率
）、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
相
互
理
解
）、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン（
動
機
付
け
）な
ど
八
つ
の
観
点（
図
参
照
）

か
ら
、組
織
風
土
、現
場
の
従
業
員
の
モ
ラ
ー

ル
（
士
気
）の
実
態
を
把
握
す
る
試
み
だ
。結

果
か
ら
は
、
年
々
、
職
場
の
雰
囲
気
が
悪
化

し
、製
造
現
場
の
オ
ペ
レ
ー
タ
、設
備
管
理
要

員
の
士
気
低
下
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

教
授
は
、「
00
年
以
降
も
続
発
す
る
大
規
模

な
産
業
事
故
は
そ
の
証
左
」と
語
る
。

揺らぐ安全神話
組織と人、両面を見渡すリスク管理システムの構築を
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組織の安全文化
隣接する軸同士の
関連が深いが

他の軸とも密接に関わる

安全文化の 8軸
これまでの安全文化に関するさまざまな知見を総括して整理したもの。

組織安全を考える場合に考慮すべき観点を示している

示
し
、各
個
人
の
自
覚
を
ア
ッ
プ
す
る
。会
社

と
従
業
員
が
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

安
全
管
理
を
尊
重
す
る
組
織
基
盤
が
あ
れ

ば
、
現
場
に
も
リ
ス
ク
管
理
シ
ス
テ
ム
の
必

要
性
が
浸
透
す
る
。そ
う
し
て
、初
め
て
シ
ス

テ
ム
は
機
能
す
る
。

「
安
全
管
理
は
、
う
ま
く
い
っ
て
当
た
り

前
。失
敗
す
れ
ば
た
た
か
れ
る
」（
高
野
教

授
）と
い
う
損
な
役
回
り
だ
。し
か
し
、
組
織

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
室
の
人
気
は
高
ま
っ
て

い
る
と
い
う
。安
全
に
対
す
る
学
生
の
意
識
・

関
心
の
高
さ
に
、
高
野
教
授
は
、
安
全
確
保

に
向
け
た
日
本
企
業
再
生
の
明
る
い
兆
し

を
感
じ
て
い
る
。

安
全
診
断
の
結
果
を
企
業
に
示
す
こ
と
で

「
安
全
の
土
台
と
な
る
組
織
の
再
生
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」と
高
野
教
授
は
狙
う
。た
と

え
ば
、診
断
結
果
で
、組
織
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
点
数
が
低
け
れ
ば
、
現
場
、
管
理

職
、
経
営
陣
の
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
活
動
を
始
め
て
も
ら
う
。具
体
的
な
活

動
は
、
全
国
の
事
業
所
か
ら
、
モ
デ
ル
的
な

高
信
頼
性
組
織
の
事
例
を
収
集
し
、
紹
介
し

て
い
る
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
、Ｉ

Ｓ
Ｏ
と
同
様
の
シ
ス
テ

ム
認
証
の
手
法
を
使
っ
た
「
労
働
安
全
衛
生

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」（
Ｏ
Ｈ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）

が
あ
る
。だ
が
、「
本
当
に
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
必
要
な
の
は
経
営
陣
と
現
場
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
だ
」
と
高
野
教
授
は
強
調
す
る
。い

く
ら
会
社
が
安
全
第
一
を
標
榜
し
て
も
、コ
ス

ト
や
サ
ラ
リ
ー
を
削
る
ば
か
り
で
は
、
従
業

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
下
が
っ
て
、
安
全
の

た
め
の
主
体
的
な
行
動
は
期
待
で
き
な
い
。

手
順
を
守
ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
な
い
現
場

に
、管
理
シ
ス
テ
ム
の
煩
雑
な
手
間
を
押
し
つ

け
て
も
、機
能
す
る
わ
け
が
な
い
の
だ
。

ま
ず
、
安
全
に
必
要
な
コ
ス
ト
を
か
け
る

と
い
う
経
営
陣
の
理
解
が
前
提
に
な
る
。そ

の
う
え
で
、
小
集
団
活
動
な
ど
の
手
法
を
駆

使
し
て
、明
確
な
目
標
、イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
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ジ
メ
ン
ト
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システ
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考
え
る

木
を
見
て

森
も
見
る
、

と
い
う
視
点

第１回プロジェクトリーダー育成講座にて

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｓ
Ｄ
Ｍ
）研
究
科
設
立
の
狙
い

個
別
要
素
が
集
ま
っ
て
、一
つ
の
シ
ス
テ
ム

を
構
成
す
る
時
、
各
要
素
の
つ
な
が
り
は
い

く
つ
に
な
る
だ
ろ
う
か
。２
人
の
間
の
情
報

パ
ス
は
１
本
だ
が
、
３
人
で
３
本
、
５
人
で

10
本
の
よ
う
に
、
人
数
の
二
乗
の
オ
ー
ダ
ー

で
急
増
す
る
。し
か
も
、シ
ス
テ
ム
内
の
要
素

は
人
だ
け
で
な
く
、技
術
、財
務
も
あ
り
、そ

れ
ら
が
玉
突
き
の
よ
う
な
影
響
の
連
鎖
を
起

こ
す
。ま
た
、
周
囲
に
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
（
シ

ス
テ
ム
に
投
資
、
リ
ス
ク
を
取
る
人
）、
ユ
ー

ザ
ー
（
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者
）や
、規
制
・
環

境
な
ど
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利

害
関
係
要
因
）
が
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
に
影
響

を
与
え
て
い
る
。

そ
う
し
た
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
が
、ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
達
成
す
る
に
は
、
個
々
が
バ
ラ
ン
ス
を

保
ち
、
調
和
の
と
れ
た
機
能
を
発
揮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。Ｓ
Ｄ
Ｍ
研
究
科
委
員
長
の

狼
嘉
彰
教
授
は
「
目
的
達
成
に
は
、
高
い
視

点
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
見
て
、デ
ザ
イ
ン
・
管
理

す
る
必
要
が
あ
る
。Ｓ
Ｄ
Ｍ
研
究
科
は
、
そ

う
し
た
人
材
養
成
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
」

と
話
す
。

背
景
に
あ
る
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
、

モ
ノ
づ
く
り
日
本
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し

い
現
実
へ
の
危
機
感
だ
。ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
・
ア
ブ
ダ
ビ
原
発
の
建
設
で
、日
本
の
提
案

が
韓
国
に
敗
れ
た
。ハ
ー
ド
、
運
営
の
技
術

は
日
本
に
分
が
あ
る
。し
か
し
、
顧
客
の
心

を
と
ら
え
た
の
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
の

学
校
も
セ
ッ
ト
で
売
り
込
ん
だ
韓
国
側
提

案
だ
っ
た
。狼
教
授
は
「
顧
客
ニ
ー
ズ
を
つ

か
ん
だ
シ
ス
テ
ム
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
な
か
っ

た
の
が
敗
因
。優
れ
た
技
術
を
生
か
せ
て
い

な
い
」と
嘆
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｍ
研
究
科
は
、
企
業
と
の
連
携
を

通
し
た
経
営
陣
・
企
業
全
体
の
意
識
底
上

げ
、シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
ら
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｍ
専
門
家
の
リ
ー
ダ
ー

と
フ
ォ
ロ
ー
ワ
ー
（
部
下
）
両
方
の
養
成
を

目
標
に
掲
げ
る
。リ
ー
ダ
ー
養
成
の
た
め
、

学
生
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
知
識
に
と
ど
ま
ら

ず
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
優
先
順
位
付
け

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。ま
た
、
企
業
人

に
Ｓ
Ｄ
Ｍ
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
た
め
の

産
学
連
携
の
集
中
講
義
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
」
も

開
催
。今
年
は
秋
に
５
日
間
の
予
定
で
募
集

す
る
。

相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
で

文
理
融
合
へ

本
格
的
な
文
理
融
合
も
Ｓ
Ｄ
Ｍ
研
究
科

の
特
色
だ
。文
系
の
人
材
に
は
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
欠
か
せ
な
い
サ
イ
エ
ン
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
、
理
系
の
人
材
に
は
専
門
外
の
話
題
に

も
対
応
で
き
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
さ
せ
る
。さ
ら
に
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
、Ｍ
Ｉ
Ｔ（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
）

か
ら
教
員
を
招
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
で
、

文
理
双
方
の
学
生
が
共
同
作
業
。「
そ
こ
で

深
め
ら
れ
る
相
互
理
解
に
よ
っ
て
真
の
文
理

融
合
が
で
き
る
」
と
狼
教
授
は
言
う
。現
代

日
本
に
不
可
欠
な
人
材
の
輩
出
と
い
う
志
を

抱
く
Ｓ
Ｄ
Ｍ
研
究
科
の
取
り
組
み
は
続
く
。

技術を生かせない日本
今こそ、求められるシステムの視点

t o p  i n t e r v i e w


